
   

 

 

令和３年度「地域生活支援拠点等検討部会」中間報告について 

 

１ 検討事項  

  障害者の高齢化、重度化や「親亡き後」を見 

据え、居住支援のための機能を整備し、障害者 

の生活を地域全体で支えるサービス提供体制 

の構築として地域生活支援拠点等（以下「拠  

点」という。）を令和２年度末までに面的整備 

を行い、令和３年度から運用を開始しました。 

 今年度の当部会では拠点の充実のため整備 

するべき機能の検討を進めています。 

 

２ 部会員 

 所 属 機 関 氏 名 

社会福祉法人 觀寿々会    堤  勝彦（部会長） 

医療法人 成精会 垣田 泰宏 

刈谷市障害者支援センター 相澤 道子 

西三河南部西地域アドバイザー 大南 友幸 

刈谷市民生委員・児童委員連絡協議会 安藤  円 

刈谷市社会福祉協議会 梅本 秀之 

社会福祉法人 ひかりの家 武田 智枝 

株式会社 悠 外山 浩章 

刈谷市肢体不自由児・者父母の会 藤井  孝 

刈谷手をつなぐ育成会 幅上 三津子 

刈谷地域精神障害者家族会 長谷川 宏 

 

３ 検討経過 

  今年度から運営を開始した「相談」、「緊急時の受入れ」機能についての現状確認

及び拠点の充実に向け、今後整備するべき機能の検討を行いました。また、ガイド

ラインやパンフレットの内容改善に関する検討を行いました。第 16 回部会では、整

備するべき５つの機能ごとに刈谷市の現状と近隣他市を比較しながら確認・検証を

行いました。また、現在の運営状況を踏まえて課題の抽出・改善及び優先的に新し

く整備するべき機能の検討についてスケジュールの確認をしました。第 17 回部会

では、先進的な自治体の事例を参考にしながら、優先的に新しく整備するべき機能

の案を整理しました。 

 



   

 

 

回数 開催日 内容 

第 16 回部会 ６月２５日 

・整備の現状及び今後の整備予定 

・近隣市の状況と今後の地域生活支援拠点等の

機能の充実について 

・地域生活支援拠点ガイドラインについて 

・今後のスケジュール 

第 17 回部会 ９月２４日 

・事前登録の現状と見通し 

・整備するべき機能について 

・地域生活支援拠点ガイドライン及びパンフレ

ットについて 

 

４ 検討結果 

（１）事前登録の現状と見通し 

  今年度から各相談支援事業所において、相談支援を行う際に必要と思われる方に

事前登録の勧奨を行うこととしています。また、８月に「刈谷手をつなぐ育成会」

に対して、地域生活支援拠点の概要や利用手順について説明しました。「刈谷市肢体

不自由児・者父母の会」に対しても今後、説明を行う予定です。 

  現段階では事前登録の実績はありませんが、各相談支援事業所において、今後勧

奨するべき対象者について整理しています。 

（２）拠点の充実のため新たに整備するべき機能について 

  整理した整備案について、今後は具体的に優先順位を決めてスケジュールを立て、

それに基づいた整備を進めることを確認しました。 

 

５ 今後の検討事項 

  引き続き「相談」、「緊急時の受入れ」機能の運用状況の確認・検証及び拠点の充

実のため、新たに整備するべき機能の検討を行います。 

回 開催予定日 内容 

第 18 回部会 １２月２３日 
・事前登録等の実施状況の確認・検証 

・新たに整備するべき機能の優先順位付

け 

・事前登録等の実施状況の確認・検証 

・新たに整備するべき機能の実現に向け

た手法の具体化 

第 19 回部会 ２月２４日 

 

 

  


